
HOKKAIDO DIALOGUE

場所：北海道大学スラブ研究センター４Ｆ大会議室 
【主催】北海道大学公共政策大学院附属公共政策学研究センター東アジア研究所
【共催】北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター、グローバル COE プログラム：
「境界研究の拠点形成：スラブ・ユーラシアと世界」 ( 北海道大学スラブ研究センター ) 、北海道新聞

【連絡先】柿澤未知　北海道大学公共政策大学院准教授・東アジア研究所長
Email: m.kakizawa@hops.hokudai.ac.jp  Tel/fax:  011-706-4715

参加者予定者 :

（中国）張志安　　　中山大学メディア・デザイン学院教授

（韓国）キム・オジュン　　タンジ日報代表
パク・キョンシン　高麗大学法科大学院教授

（台湾）黄国昌　　　中央研究院法律学研究所副研究員
林成蔚　　　常葉大学法学部教授

 
（日本）上田俊英　　朝日新聞東京本社報道局編集委員

安田浩一　　フリージャーナリスト
柿澤未知　　北大公共政策大学院

付属公共政策学研究センター東アジア研究所長
池　直美　　北大公共政策大学院講師

司　　会：遠藤乾　　　北海道大学公共政策大学院副院長

パネリスト：イ・ナヨン　中央大学社会学科　教授
姚人多　　　清華大学社会学研究所副教授
徐友漁　　　元中国社会科学院哲学研究所　研究員
中島岳志　　北海道大学大学院法学研究科准教授

通　　訳：徐行　　　　北海道大学高等法政教育研究センター講師
　　　　　李妍淑　　　北海道大学法学研究科助教

閉会挨拶： 鈴木賢　　　北海道大学大学院法学研究科教授
附属高等法政教育研究センター長

日時：2014年2月17日　09:00-12:30

参加希望の方は
ご一報ください

東アジアの平和と民主主義
－ メディアが果たす役割とは

総合討論

東アジアにおける市民社会対話


